
JWA 波子 WAVE クラシック 大会レポート 

【大会初日】 

大会初日の朝はほぼ無風。開会式の時間帯も風がなく、競技をスタートできるような雰囲気ではない厳しいコ

ンディションからの幕開けとなりました。 

選手たちは風が入るのを待ちながら、SUP などで波乗りを楽しみ、それぞれのスタイルで海を満喫しながらウ

ェイティング。 

お昼頃になると、徐々に「そよそよ」と風を感じるようになり、ウインドサーフィンが動き出す程度の風が入

り始めました。その後、時間とともに風は少しずつ強まり、スラローム用の道具で波に乗せればプレーニング

できるほどまでコンディションが上向いてきました。 

練習に出る選手も徐々に増え、14 時からファンスラロームの競技をスタート。 

メンズオープンクラスの予選ヒートを皮切りに、ビギナークラス、ウィメンズクラス、そしてメンズオープン

クラスの決勝まで、競技を成立させることができました。 

さらに波と風が強まってきたため、続いて WAVE 種目へ移行。ビギナーメンズクラス、ビギナーウィメンズク

ラス、ウィメンズクラスをそれぞれ 2 ヒート行い、初日の競技を終了しました。 

スタート時こそ厳しいコンディションでしたが、午後から風が入り、最終的にはファンスラロームと WAVE の

両種目を行うことができた一日となりました。 

 

【大会 2 日目・最終日】 

最終日の午前中は、初日と同じように風が弱く、ウェイティングからのスタートとなりました。 

しかし、昨日よりも早いタイミングで波がサイズアップし始め、お昼近くになると徐々に風も入り始めました。 

この日のコンディションを考慮し、まだ競技を行っていないクラスを優先して進行することに。波のサイズが

十分にあることから、この日はファンスラロームを行わないことが決定しました。 

風が安定してきたタイミングで WAVE 競技を開始しましたが、残り時間とコンディションを考慮し、ビギナー

クラスについても競技を行わないこととなりました。 

オープンクラスとスペシャルクラスを皮切りに競技をスタート。 

風はまだ弱いものの、波に乗れば十分に演技ができるコンディションとなり、選手たちは波のサイズを活かし

たライディングを披露しました。 

その後、グランドマスタークラス、ウィメンズクラスが行われる頃には風も徐々に強まり、プレーニングする

ほどのコンディションへと変化。 

最終的には、波子で開催された大会の中でも過去最高クラスと言ってもよいほどの素晴らしいコンディション

となり、予定していたすべての競技を行うことができました。 

 

【各クラスの優勝者】 

ファンスラローム 

初日のファンスラロームは、波子ならではのマイルドなサーフスラロームコンディションとなりました。 

通常のフラットな海面で行うスラロームとは異なり、波を使ったコース取りや波への対応が求められる中、

WAVE を得意とする選手たちが活躍しました。 

メンズオープンクラスでは、吉田 泰之選手が昨年に続いて優勝。 

ウィメンズオープンクラスでは、秋田 ふみ選手が優勝。 

ビギナーメンズクラスでは、澤入 紬結選手が優勝しました。 

波と風の状況に合わせた判断と、波をうまく活かした走りが求められる、まさに波子らしいファンスラローム

となりました。 



WAVE 

WAVE ビギナークラスでは、二俣一家が大活躍！ 

ビギナーウィメンズクラスでは、二俣 心虹選手が優勝。 

ビギナーメンズクラスでは、弟の二俣 蓮生選手が優勝し、父の二俣 潤選手が準優勝となりました。 

家族そろって素晴らしい結果を残す大会となりました。 

オープンクラスでは、波のボトムからトップまでをつなぐ明確なターンに加え、波の使い方、そして波の選び

方にも優れたライディングを見せた新美 大選手が優勝。 

グランドマスタークラスでは、鋭いトップターンがひときわ輝いていた棚部 大樹選手が優勝しました。 

ウィメンズクラスは 3 ラウンドの合計ポイントで順位を決定。 

1 位・1 位・2 位という安定した成績を収めた柳川 知子選手が優勝しました。 

スペシャルクラスでは、風の強弱に左右されることなくセットをしっかりと捉え、安定したスピード感のある

ライディングを披露した柳川 辰徳選手が優勝。 

そして、今回の大会にはもう一つ特別なストーリーがありました。 

ウィメンズクラス優勝の柳川 知子選手と、スペシャルクラス優勝の柳川 辰徳選手はご夫婦。 

波子をホームゲレンデとするお二人が、なんと結婚記念日にそろって優勝を果たしました。 

波子の海を舞台に、二人にとって一生の思い出に残る特別な大会になったのではないでしょうか。 

 

【大会を終えて】 

2 日間を通して、風の強弱や波の変化に翻弄されながらも、選手たちはそれぞれのコンディションに合わせたラ

イディングを見せてくれました。 

初日は無風に近い状態から徐々に風が入り、ファンスラロームと WAVE の競技を実施。 

そして最終日は、午前中のウェイティングから一転して波と風が徐々に上がり、最後には波子らしいサイズの

ある波と十分な風が重なる、非常に見応えのある WAVE コンディションとなりました。 

波子での大会ならではの、刻々と変化する海の表情に対応しながら競技を行うことができ、選手の皆さんにと

っても印象に残る大会になったのではないかと思います。 

選手の皆さん、2 日間本当にお疲れさまでした。 

そして、今回の大会開催にあたり、ご協賛・ご協力を賜りました皆さまに、この場をお借りして心より御礼申

し上げます。 

 

ご協賛・ご協力 

マジックアイランド様 ／ 浜田ライフセービングクラブ様 ／ ON'S COMPANY 様 

スターボードジャパン様 ／ マニューバーライン様 ／ エオ様 

シーサイド・コミュニケーションズ様 ／ THE・BLUE 様 

（順不同・敬称略） 

 

皆さまのご支援とご協力のおかげで、無事に大会を開催し、素晴らしいコンディションの中で全競技を終える

ことができました。 

改めまして、選手の皆さま、大会関係者の皆さま、そして大会を支えてくださったすべての皆さまに、心より感

謝申し上げます。 

ありがとうございました。 

JWA WAVE-公認 FB 写真  https://www.facebook.com/media/set/?set=a.1599629771959615&type=3 

波子ウェイブクラシック FB https://www.facebook.com/profile.php?id=100057626852018 

https://www.facebook.com/media/set/?set=a.1599629771959615&type=3
https://www.facebook.com/profile.php?id=100057626852018


リザルト 



 



 



 

 

 

 

 

スポーツ応援サイト GROWING by スポーツくじ(toto・BIG) スポーツくじによるスポーツ振興助成について 

https://www.toto-growing.com/

